
品質部門として

・理想とする品質は？ ←①

・現場、現物、現実 ←②、③
同類事象として処理しない
いつもと違う事象は、直ぐ発信

・品質リスクを意識する  ←④
過去の失敗事例を調べる

・品質コストを意識する  ←④
適切なサンプリングサイズは？



遵守して欲しい約束事を浸透させたい場合

Step ｂｙ step で シンプル→ 複雑 ゆるい基準 → 厳格基準

いきなり複雑や厳しい規格を押し付けると反発感が大きい

出典：https://www.yomiuri.co.jp/national/20210515-OYT1T50149/

https://www.yomiuri.co.jp/national/20210515-OYT1T50149/


他部署から情報を取りたい（Take）ことが多いと思います
→ そのためには、他部署に対して、日頃から丁寧な対応を心掛ける

Give Give Give Give・・・ Take

常にGiveしていれば、いつかTakeが
宝くじに当たらなくても、いつか良いことがあると思います。
権力を誇示すると、しっぺ返しがありそうです。（政治家）



失敗事例、失敗情報を
データベース化

リスクアナリシスに反映

ベテランの経験

新製品設定

T法
改良

品質工学

製品仕様設定に関する留意点



検証時の留意点

有意差を検定したい場合

同等性を検定したい場合
・試験法を変更
・試験機器を更新

有意差検定

非劣性試験

・効果確認
・差別化したい場合

A B

有意差がある

CD

有意差があるとはいえない ≠ 同等

CD

Δ
許容差Δ内に入っている



品質コストを意識

検査頻度や校正頻度を定量化して設定
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母集団

サンプリング

１０，０００個の母集団（平均：５０、σ：２０）から

Ｎ＝５、１０、２０、３０、５０、１００個サンプリング
統計的と言ったら
いくつサンプリング？



分類 利用する要素 算出式

統計的推定

母集団の平均値

𝒏 ≧ 100の時 𝒏 =
𝒁 𝜶/𝟐 𝝈
𝑬

𝟐

正規分布

𝒏＜100の時
𝒏 =

𝒕 𝜶/𝟐,𝒏&𝟏 𝒔
𝑬

𝟐
+1

𝒏 =
𝒕 𝜶/𝟐,𝒏&𝟏 𝒖

𝑬

𝟐 ｔ分布

母集団の分散
∆𝝈𝟐

𝒔𝟐 = 𝒏 − 𝟏
𝟏

𝝌
(𝒏)𝟏,𝟏)𝜶𝟐)
𝟐 −

𝟏
𝝌
(𝒏)𝟏,𝜶𝟐)
𝟐 𝝌𝟐分布

統計的検定
検出力、平均の差
1 − 𝛽    、    ∆𝜇

𝑛 = (𝑍(-).)+𝑍(-)/))/∆𝜇
0

確率
超幾何分布
OC曲線

AQL抜取検査表

ベースとなるサンプルサイズの算出法 まとめ
母標準偏差 𝜎 標本標準偏差 𝑠 不偏標準偏差 𝑢



実験データから母集団の平均値や分散を推定する方法 → 統計的推定
（標本） （ばらつき）
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サンプリングサイズｎ

推定下限（両側１％）

推定下限（両側5％）

推定下限（両側10％）

推定上限（両側10％）

推定上限（両側5％）

推定上限（両側1％）

間違える可能性

母
集
団
の
平
均
値
μ 間違える可能性を小さくすると

推定値の幅は広がります

間違い

間違い

正しい



誤
差

サンプルサイズｎ数

最適検査費用

検査費用
品質部門と許容誤差
及びコストを考慮して決める

例

許容誤差Ｅ

サンプル数は以下の２つの要素で決まる
①信頼度
②コスト

ｎ数

信頼度 Ｎ数 コスト
高い 多 高

低い 少 低

𝑍（(/)）
𝜎
𝑛

𝒏 =
𝒁 𝜶/𝟐 𝝈
𝑬

𝟐

𝒕 𝜶/𝟐,𝒏&𝟏
𝒔
𝒏 − 𝟏あるいは

あるいは 𝒏 =
𝒕 𝜶/𝟐,𝒏&𝟏 𝒔

𝑬

𝟐
+1 あるいは

あるいは

𝒏 =
𝒕 𝜶/𝟐,𝒏&𝟏 𝒖

𝑬

𝟐

𝒕 𝜶/𝟐,𝒏&𝟏
𝒖
𝒏



∆𝝈𝟐

𝒔𝟐
= 𝒏 − 𝟏

𝟏
𝝌
(𝒏0𝟏,𝟏0𝜶𝟐)
𝟐 −

𝟏
𝝌
(𝒏0𝟏,𝜶𝟐)
𝟐
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サンプルサイズ n

サンプルサイズ𝒏を増加すると母分散
の推定幅∆𝝈𝟐がゼロに漸近





相田みつを 語録


